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「美の国あきた」の生きる支援

あきた自殺対策センター NPO法人蜘蛛の糸

秋田中央ロータリークラブ
講演資料

～改正自殺対策基本法と「秋田モデル」のこれから～

美の国あきた



「秋田モデル」の特徴

1．全県規模のモデルである。

2．活動が自殺対策基本法の制定より、4～5年
先駆けた。

3．民間団体・医師会、行政・大学等の「民・
学・官」の連携が進んでいる。

4．民間団体「秋田・こころのネットワーク」
（37団体）が結成され、活発な地域活動を
展開している。

5．自殺対策が県民運動に発展している。
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（出典）厚生労働省「人口動態統計」（確定数、Ｈ３０は概数）

昭和34年

秋田県 保健・疾病対策課



秋田県の自殺者数の推移（人口動態統計）

２０１８年(H30) １９
９人

（前年比４３人減）

２００３年(H15) ５１９人

（前年比２５人増）（過去最
高）

（出典）厚生労働省「人口動態統計」（確定数、Ｈ３０は概数）
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５７年ぶりの２００人未満

昭和37年
平成30年

秋田県 保健・疾病対策課


